
馬場 秀行 氏
永山 和夫 氏
秋山 光男 氏
　（玉川消防懇話会会長・
　 元せたがやふるさと区民まつり実行委員長・
　 元財団法人せたがやトラスト協会理事長・
　 THE NATIONAL TRUST（英）終身会員・
　 玉川消防懇話会会長）
[馬場　秀行]
昭和53年4月〜昭和58年3月　総務部副主幹（文化事業担当）
昭和62年4月〜昭和63年3月　区長室長　　
昭和63年4月〜平成  2年3月	 総務部主幹
	 （財団法人世田谷区美術振興財団参事・
	 世田谷美術館副館長）

[永山　和夫]
平成  2年4月〜平成  6年3月	 総務部文化課長
平成  6年4月〜平成  9年3月	 区長室広報課長
平成14年4月〜平成17年3月	 総務部長

 インタビュー日時　 令和4年7月12日　13時30分〜15時30分

[聞き手]（肩書はインタビューの時点）

せたがや自治政策研究所次長　　　　　　　　 　　　箕田　幸人
せたがや自治政策研究所主任研究員　　　　　 　　　古賀　奈穂
せたがや自治政策研究所主任研究員　　　　　 　　　田中　陽子
せたがや自治政策研究所研究員　　　　　　　　　 　大石　奈実
せたがや自治政策研究所研究員　　　　　　　　 　　伊藤　大樹
せたがや自治政策研究所特別研究員　　　　　　 　　金澤　良太
公益財団法人せたがや文化財団 世田谷美術館総務部長補佐   谷亀　綠郎

151



152

馬
場 

秀
行 

氏
・
永
山 

和
夫 

氏 

・
秋
山 

光
男 

氏

はじめに	
 
古賀　貴重なお時間ですので、早速始めさせてい
ただきたいと思います。本日はよろしくお願いい
たします。
馬場　では私から、私と永山については経歴、そ
の他はみんなわかっていると思いますけれども、
秋山さんは急に、実を言うと私が最初にインタ
ビューというか、話を聞かせてほしいということ
の連絡を受けて、私ももう大分年数がたってい
ますので、記憶が曖昧な部分があるので、一緒に
やっていた永山さんに同席をと言っているうち
に、秋山さんの家は私、しょっちゅう遊びに行っ
ていますので、ここにこんな人がいるじゃないか
というので、無理に言ってお願いしたところ、3
人になってしまって、そういう意味では、話が3
人になると1人ずつの厚みがないかもわかりま
せん。中身が少し薄らぐかもわかりませんけれど
も、そこは勘弁してください。秋山さんについて
は、もうすでに経歴その他はわかっていると思い
ますけれども、トラスト協会の理事長をやって
いたり、消防団の副団長をやったり、それから今
やっている中で一番大きいのが東京外環道のPI、
パブリック・インボルブメント、公共的立場の委
員をやって、それからイギリスのナショナルトラ
ストの終身会員だそうです。日本人の中にも、そ
う数はいないようでございます。区の関わりのも
う一つは、保育園・幼稚園・小学校の芋掘り、中
には親子2代で芋掘りをしていたという人もいる
ように、相当長いことやってもらっている。特に
私が呼んだのは、区民まつりの実行委員長をお願
いしたということもありましたので、ところが、
私のときではないんですね。だから、私が文化の
課長からどこかほかへ異動したあと、やっても
らったので、その当時、秋山さんはほとんど知ら
ないんですよ。1回ぐらい会ったけれども、顔な
んかほとんど、覚えていない。それはともかく、
そんなことがあってトラスト協会に秋山さんが
行ったときに、私もトラストの事務局長をやった
もので、そこからぐっと近くなりました。そんな
ことで、すいません、今日は3人で伺わせていた

だきました。
　最初に、前にもすでに私の記録があると思いま
すけれども、大場区長になって初めて、区長が当
選して、区長としてみれば、今までの保守的な区
政から、本人は革新ということで当選したんだろ
うと思います。佐野区長が自民党の党員でもある
し、保守系の人でしたから、それが偶然まさかと
思ったら当選しちゃったよというのが本音のよう
ですが、当選して、そこで何をやろうかというと
きに、新機軸を出さなきゃいけない。よくやるの
が、いろんな建物を建てる。これはどこの首長で
も、何もないところに建てて自分の実績を残した
いというのはあるんですけれども、あわせて、自
分はなぜか、どういうところから発想ができたか
わかりませんけれども、御存じのような文化だっ
たんですね。
　その文化について、区の職員もただの一人も文
化なんてやったことがない。ただ、やっている仕
事は、極論すれば全部文化なんですね。ただ、文
化というのを前面に押し出して区政を進めてい
きたい。そこで、何をやっていいかわからない。
多分頭の中には、私が思うのには美術、自分が絵
が好きだったのと美術館をとにかくつくりたい
というのは根底にあったと思います。そこで、最
初にやれと言われたのが絵画展ですね。区民、ア
マチュアの絵画展と、区内にはプロの作家が大勢
いますから、何も絵だけではなくて、絵から彫刻
から、極端に言えば書道まで含めて、そういう芸
術的なものというか、形、ハードなものではない
美術、音楽家もそうなんだろうと思いますけれど
も、とにかくそういうところを前面に押し出し
て、そこで区民との距離を近づけていきたいとい
うのが本人の一番の願いというか、考えていたと
ころだろうと思います。
　ところが、何をやっていいかわからないんで
すね。職員も誰もやったことがない。そんなこと
で、これは何回も言っているかもわかりません
が、私が基本構想の担当の副主幹を企画へ、私と
田中勇輔さん 1と2人で行ったときに、たまたま
多摩川の灯籠流しのメンバーが来て一緒に何か手
伝ってくれと。ところが、所管がどこにもないん

1  元総務部長　



152 153

馬
場 

秀
行 

氏
・
永
山 

和
夫 

氏 

・
秋
山 

光
男 

氏

ですね。区長のところへ来たら、たまたま私がそ
こにいたというので、おまえ、ちょっと担当しろ
よというか、おーいというので会ったら、細かく
言ったら切りがないので、そのままずずっと入っ
ていった。そうしたら、当時の総務課長、これは
世田谷区でも名物課長だったんですけれども、こ
のすぐそばに自宅があるんですけれども、「おま
え、灯籠流しをやって、そんなほうも少しやれそ
うだから文化やれよ」と区長に推薦したら「おま
え、すぐお祭りをやれ」と。俺は馬事公苑の苑長
と新年の対談で場所を借りちゃったからなと。4
月になって私が任命されて、その8月に「おまえ、
すぐやれ」と言うんですね。ここに書いてあるよ
うに、年間予算がたった500万かな、とにかくな
いので、それはいいんですけれども、そんなこと
でひょんなことから区民まつりをやって、それが
きっかけでのめり込んでいっちゃった。

　そこでもう一つ、ちょっと横へそれますけれど
も、私が区にいたときの経歴の中で、いろいろと
経歴はあるんですけれども、世田谷区に勤めて
公務員を卒業して、よかったなというか、印象に
残っているというのが区民まつりを担当したこ
とと美術館の副館長ができたこと、最終的に老人
会館へ行って老人大学の事務局長をできたこと、
この3つは自分としてはすごく印象に残っていま
す。事ほどさように、区役所にいながら区役所の
今まであまりみなさんがやったことのないような
仕事をやらせてもらえたのがよかったなと。
　ということは、多分私は区民まつり、その他の
仕事を通じてすごく仕事が楽しめた。自分がすご
く楽しんだ。そのことが区民の人にも伝わったの

かなと。私がいろんなところへ頼みに行って、ど
うも私の態度が割合と明るかったというか、何と
なく相手も、公務員らしくないと言うと語弊があ
りますけれども、谷亀さんと同じみたいな感じ
で、割合とざっくばらんだった。私は、すごく自
分では真面目でほかを全然見ないというような感
じの人間と思っていたのが、どうもそうじゃない
みたいな感じで、こっちが楽しんだ分、相手もす
ごく楽しめそうだというのがあったのか、ずっと
協力的で、それ以来、順番にいろんな仕事が、数
で言ったら、永山氏がつくってくれた私の手がけ
た仕事、すごく数が多いですね。
　もちろん、一人でやったわけじゃないですけれ
ども、そういう仕事にどんどんのめり込んだ。そ
うすると、区民のほうも近づいてくる、特に商連
との近づきが大きかったですね。商連との近づき
ということは、店の人というのは一般区民との交
流もあります。だから、区民まつりをやって、そ
の中で商店街のメンバーと付き合いが始まった。
そんなことで区民との距離がどんどん近づいた。
これが考えてみると、今、最初に言った大場区長
の文化、本来そこを狙っていたのかなと。
　あわせて、区内在住の文化人、相当な有名人が
いっぱいいましたね。もちろん、画家で有名な人、
音楽家から何からすべてにおいて超一流の人が世
田谷区内に住んでいましたので、そういう人たち
を割合とこっちへ目を向けさせるようなことがで
きて、そこいらが文化の始まりと同時に、苦労し
たことと言われたんだけれども、苦労らしい苦労
は私はしないで、楽しんでとにかく仕事ができた
というところが一番よかったなと。

多摩川灯ろう流し（1978）
出典：世田谷Web写真館

ふるさと区民まつり（1978）
出典：世田谷Web写真館
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　区長も、それを喜んでくれて、次から次へと仕
事を、区長からも言われたし、こっちからも新し
いことを考えて、こんなことをやりたいと言うと

「おお、いいよ、やれよ」みたいな、双方お互いが
楽しめる。それから、区民も当然楽しみながら、
ですから、人と人とのつながりが今までの区の職
員だけ、区の仕事だけのつながりではなくて、そ
ういう人と人とのつながりができた中で仕事がで
きた。もちろん、いろんな人がいましたよ。何事
においてもクレームをつけてくるような人もいま
した。そういう人も付き合っているうちに仲よく
なっちゃったりね。
　だから、こっちが楽しんでやったことによっ
て、相手も割と胸襟を開いてくれたなということ
で、多少の苦労はあったけれども、結果としては
あまり苦労しないで、そこを一緒にやってくれた
のが永山さんだった。それから、地元には秋山さ
んみたいな人がいまして、秋山さんは、よくよく
考えると私はあまり文化をやったときに付き合い
はなかったんですけれども、そういう人がいて、
その人たちが発掘できたということだろうと思い
ます。私は取りあえずそのくらいに、時間の関係
もありますので、また何かあれば、質問なり雑談
の中でいきたいと思います。永山さん、何かつけ
足すこと……。
永山　実は、今だから、大場さんは亡くなってい
るから言ってもいいと思うんですけれども、文化
の仕事を私がまとめて区長に書けと言われて書い
たのが多分この本 2だと思うんです。
馬場　永山さんは文章が書けるの。だから、広報
にもいたんですよね。私は文章が全然書けないん
ですよ。
永山　今、馬場さんが言ったことの文化人との付
き合いや何かも全部これに書いてあるんです。忖
度して書いたものだから、違うのもあるかもしれ
ないけれども、ほぼあとから修正もなかったの
で、結構補足もして書いているので、文化事業に
ついては、もしその本に載っていれば、今、馬場
さんが話をしたことの内容がほぼ載っています。
　僕なんかが一番思うのは、大場区政になって変
わったことは、今まで区民参加というと、町会・

自治会の長相手だけだったんですよ。それが町の
人をいろんな事業に参加させた。秋山さんもそ
うですけれども、区民まつりの実行委員、企画委
員、そういう形でイベントや何かに区民を大いに
活用した。いわゆる堅い話で区民にお集まりくだ
さいと言っても話は出ない。だけれども、そうい
う祭りだとか文化行事みたいなところで区民参加
をやると、すごく打ち解けて話がいろいろ広がっ
てできた。そのことはものすごく大きいなと。そ
れから、僕は大場区長が言ったことで記憶にある
のは、秋山さんなんかもそうですけれども、要す
るに、区は福祉のことはいっぱい一生懸命やって
いる。だから、福祉の恩恵にあずかる人のお金は、
お金持ち、税金をいっぱい払っている人がいるか
らできるんだよ。そういう人を大事にしなきゃと
いうので、秋山さんたちは、いわゆる地元の地主
さんだから、そういう人たちを大いに活用した。
それはすごいなと思った。確かに、役所というの
は福祉をやっていればいいかな。そうではなくて
すべての人に還元する。そういう気持ちが大場区
長はすごかったなと思いますね。そのことが僕は
一番大場区政の功績だと。今、昔のことを思い出
すことはないので、これを読むと、ああ、こんな
こともあったかなというので、もしそこに出てい
れば読んでもらいたいと思うんだけれども、あと
は、ここで質問にあった中で、先ほどの文化人の
登用なんかもすごく積極的に扱って、僕は文化人
に対して、いろんな会議に出てくると結構な出席
料を払うんですよ。1回、区長に「あれは高くない
ですか」と言ったことがあるのよね。そうしたら、

「おまえ、自分の給料で計算するな」と。もっと重
みのある話もあるし、それから文化人と区のつな
がりにある存在感がすごい効用なんだということ
を言われて、ヘヘエーッと下がったことがあるけ
れどもね。あとは、世田谷区のイメージが高級住
宅地、文化人の多く住む町、それから緑の多い町
ということで、緑の多いという自然環境をこれか
らも大事にしてもらいたいなと思いますね。
谷亀　ちょっとだけ口を挟んでいいですか。今、
馬場さんが言われた大場区政に変わってがらっ
と変わってきたんだと。そちらに基本計画があっ

2  大場啓二（1990）「手づくりまちづくり」ダイヤモンド社　
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て、その後、自治法の改正があって、区長公選が
復活した。53年に当時の2条に基づいて基本構想
という世田谷区の憲法をつくった。54年に基本
計画をつくっているんですけれども、ここの各項
目の最後の下支えの実現の方策の2番目に、区民
参加の拡大を図るというのがあって、そこで言っ
ているのが今お二方がお話しになった、ただ町会
長を相手に云々かんぬんではなくてというのが来
ていると思うんですよ。もうこの頃、管理職でい
らっしゃるし、我々はまだ役所に入る前だったん
ですけれども、ほかの区に先駆けて世田谷区は、
ここで言う住民参加というのをぽんとうたってい
るじゃないですか。そのあたりの経緯というか、
そこがすごく大きいのかなと。それが大場区長ご
本人の考えだけなのか、あるいは基本構想だか
ら、いろんな学者とかなんかの意見を聞きながら
やられているとは思うんですけれども、これを実
現の方策の2番目にばんと上げたというのがすご
く大きいと私は感じているんです。そのあたり、
もし当時の経緯とか何かがわかれば、あるいはこ
れは区長のあれだというふうになればそうなり
ますけれども、そこが世田谷区の当時のすごい特
徴だと私は思っているんですけれども、いかがで
しょうか。
馬場　まさに区民参加の拡大は、区長は、そうい
う表現でやったんじゃなくて、とにかく区の行政
というか、ざっくばらんに言えば、区の職員と区
民とがもっと近づいて、いろんな情報をもらうと
同時に、世田谷区をふるさとにしたい、これが一
つの大きな構想と言えるのかどうかわからないけ
れども、頭の中に、とにかく世田谷をふるさとに
したいというんですよ。例えば区民まつりをやれ
ば、世田谷からどこかへ嫁いだ人が、嫁いだ先か
ら区民まつりのときに子どもを連れて実家に帰っ
てきて、そこで区民まつりを楽しむ。ふるさと世
田谷を楽しむ。世田谷はふるさとなんだよという
のを出したいというのは何回か聞いています。一
緒に飲みながら、いろんなことをやっている中
で、そのふるさとづくりの一環で、区民まつりは
普通のことですけれども、とにかくいろんなこと
をやって、いろんな年齢層の人、子どもからお年

寄りまで、世田谷に住んでてよかったというとこ
ろを出したいと。これは今思うと、私は大場区長
になって初めて本所というと語弊のある言い方
かもわからないけれども、本庁の人事へ来たんで
すけれども、その前は、当時は玉川支所と言って
いたんですけれども、そこにいたときに、佐野区
長のつくったこういうものを。ところが、その頃、
まだ一職員で、一般職員で、ほとんどこんなのは
見ても関係ない、自分の仕事をこなせばいいんだ
ということで、それは一生懸命、取りあえずは真
面目にこなしていたつもりです。採用された最初
の職場が出張所、それから係長に初めて昇格した
ときも出張所へ出ていった。だから、区民とのつ
ながりはありました。だけれども、それは窓口を
通じてのつながり。そういう中で、こんなことを
言っていいのかどうか、議員で原議員というのが
いるんですよ。昔、原ポンさんと言われて……。
永山　原秀吉さん。
馬場　そういう人に、みんなの前ですよ。本当に
ポンプ屋さん、水道屋さんですよ。私が出張所に
入ったときに、おーっと言って、二、三回会った
ときに、もうすでにおーっなんてかわいがられて
いたくらい、割合と親しくしてくれた人だったん
です。そういう人もたまにはいました。もっと極
端なことを言うと、沖縄の最後の何だっけ……。
永山　宮古島?
馬場　宮古じゃなくて、第2次大戦のときの最
後の司令長官、牛島中将の奥さんが出張所に来
て、日赤奉仕団の団長をやっていたんですよ。私
に「馬場さん、これ使って」と言ってネクタイを
くれましたよ。さすが軍人の奥さんでしたね。そ
ういう付き合いがありましたけれども、一般区民
との付き合いは表面上だけの住民票を取りに来
たから、当時、住民票が手書きですかね。考えら
れないでしょう。一生懸命書いて、途中まで行っ
て間違えると訂正が大変で、余分なことばっかり
言っているな。そういう程度の付き合いだったの
が、まさに大場区長、大場啓二という一人のリー
ダー、私は一般の大きい会社でも、土光さんみた
いな一人の人間のリーダーシップというのはすご
いものがあるなというのはあとへ行ってわかった
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んです。意外に、どうせ一人じゃ何もできないよ
というのが普通ですよ。確かにできないんです。
ところが、リーダーシップというのはまた違うん
ですね。それはただ仕事を指示するんじゃなく
て、そういう雰囲気をいつの間にかつくっていっ
ちゃうんですよ。それにしても、一人のリーダー
シップというのはすごいの。それは人の気持ちを
つかんでいっちゃう、これがどうできるかです
よ。だから、区の職員でも、町なかへ出ていった
ときに、どうやって入り込むというか、自分が入
り込もうとしているんじゃなくて、どうやったら
相手の気持ちと一緒になって仕事ができるかとい
うか、楽しめるかというのが一番の。だから、そ
ういう中では一人のリーダーシップ、私は、区長
は長島壮行さん、佐野保房さん、大場啓二さん、3
人ですけれども、いつの間にか引き込まれていっ
ちゃうというか、いつの間にか、この人の言うこ
とならと聞いていっちゃったみたいな。それまで
は区長なんて会ったことがないんですよ。辞令を
もらっただけですよ。
　ところが、大場区長になってから近づけた。課
長級になりましたから、しかも企画にいたから、
しょっちゅう区長とは会っていました。そうい
うのもありますけれども、いつの間にか、一人の
リーダーシップがいかに大きいか。それは町なか
でいくと秋山さん、この人のリーダーシップも、
いつの間にか人を巻き込んじゃっているんです
よ。みんな黙ってついてきちゃうんですね。何な
んだろう。意外に一人のリーダーシップというの
は、リーダーシップを発揮しようと思わないうち
に、いつの間にか人を引きつける。みんな、それ
をわかって、どんどん文化行政をやりながら区政
がだんだん区民と近づいていった。
　だから、基本構想・基本計画って私も最初は担
当でやっていましたけれども、実を言うと、今思
うとつまらない仕事をしていたなと。みなさん、
研究所をつくっているのに怒られちゃいますね。
そんなことを言っちゃいけませんけれども、私
は、文化をやれと言われてから、自分が生き生き
として仕事していたように思います。余分なこと
を言ったんですけれども。

　そういうことで大場区政になって、多分区の職
員も、二、三年たってから文化の仕事をやりたい
という職員も、人事異動の希望で何人かあるよと
いうのは人事から言われたこともあります。その
くらい、一人のリーダーシップというのは大きい
なという気がしますね。
箕田　30年間の疑問が解けました。大場さんと
いうとお祭り区長だと言われて、ちょっとみなさ
ん、にこっとされるようなところがあるんですけ
れども、その中に一番最初にあった一つの家族で
もないんですけれども、一緒に同じ場所に住んで
いたわけじゃなくて、何か引きつける手段の大き
なところが、ここに言う区民の参加なんだと。俺
たちは立場が違うではなくてというところが今初
めてつながりました。ありがとうございます。
馬場　私の感じた一辺、断片だと思います。

秋山　世田谷の玉川に住んでいます秋山と申し
ます。長生きし過ぎたために、いろいろ弊害も出
てくるし、ぼちぼち人生をやめようかと思ってい
るんですけれども、その間にすばらしい世田谷区
民というか、全般的にいろんな大勢の方と接し
て、いい人生を送ってきたなと本当に感謝という
か、いろんなことを勉強させてもらって、また自
分は自分の考え方をまとめてアピールすることが
でき、我慢することもでき、そういうことを与え
られたというか、いろんな立場からして非常にあ
りがたかったなと思います。間もなくこの世を去
りますけれども、今日は忌憚のない話を簡単に、
この間、打合せのときにお話があったことと重複
することはいくつかありますけれども。簡単にい

馬場秀行氏
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ろんなものを見せていただくと、昭和22年に歴
代副区長になった渡辺三郎さん、この方は田園調
布の町会長をやっていらっしゃった方だと思う
んですよ。僕はお葬式にも行ったけれども、消防
関係の方で、ここで亡くなったんですが、中島飛
行機という会社にいた方で、日本がロータリーエ
ンジンをなぜ研究したかというと、世界でロータ
リーを完成させたのはBMWと中島飛行機、今の
SUBARUの2つの会社しかなかった。
　なぜかというと、背面飛行といって飛行機が背
面、背中になって裏返しになったままいつまで飛
べるか、何分間飛べるかということのオイルの潤
滑ができたのはドイツと日本だけだ。それにこだ
わったのは中島飛行機であり、今のSUBARUで
あるということを聞いた。渡辺さんも同じような
お名前だけれども、かなり長生きされた。絵を描
かれて、この方の絵が多分今の玉川消防署にもあ
るんです。
　いろんな方をずっと見ていくと、話せば、ああ、
この人のかみさんは長野の山奥だとか、いろんな
ことがわかっていくし、変なところでいろんなの
が出てくるんです。
　先ほど大場さんのお話が出てきたんだけれど
も、言いにくい話も僕も言ったし、向こうも忌憚
のないことを、おまえ、どうすればいいんだと言
うから、どうすればいいということは、いろんな
ことを知るということで、世田谷というのはいろ
んな雑多な人間が大勢住んでいるんですね。言葉
で言うと適切ではないんだけれども、民族が違う
よと。簡単に言えば、新宿へ出る人間と渋谷へ出
る人間と大井町へ出ていく人間、鉄道が貧しいん
ですね。JRが通っていない。そういうことを考え
たときに、それぞれが都心へ行くのにどうやって
出るか。それから、飛行場へ行くときにどうやっ
ていくか。
　世田谷は今、九十二、三万の人がいるのだと思
うんですけれども、どういうふうな形でここの世
田谷の区民がいるのかということを考えたとき
に、考え方がそれぞれ違うから、まとめていくの
がとてもじゃないけれども大変ですよ。多民族で
すから、アメリカみたいなユナイテッドステイツ

なんていうのは、全部各州によって違うと同じよ
うな、そういう民族が一緒になっているところ
で、これだけでかいのをまとめていくのは、どの
方にも、歴代の区長さんじゃないけれども、長島
壮行さんとか佐野さんもいらっしゃっています
ね。大場さん、熊本さん、保坂さん、どなたも受付
を通さなくていいから、じかに俺の部屋へ入って
こいと言われるぐらい、いろんな忌憚のないこと
を言わせてもらったんです。
　その中で一番基になっていたのは、多分うちを
出てきたときに家族、これはオフレコではないけ
れども、どう見てもそうだよということを家族か
ら言われたんですけれども、旧地主、僕は原住民
と言わせていただきたいんですが、比較的豊かな
生活をしている原住民、この人たちで、世田谷に
は温郷会という会があって、前は40人ぐらいい
て、今でも支所にもいらっしゃいますが、この人
たちは全部大正以前の生まれだ。そして、入会す
るときは、一人の反対でもあると入会できない。
会長は要らない。幹事2名、そしてこの幹事2名
が絶大な権限を持っているということがありまし
て、そのときに、長島壮行さんというのは長島ノ
リトモさんのお父さんだと思うんだ。その方も当
時メンバーで、私は若いほうのメンバーだった。
父の代わりにもう出たんですけれども、この会は
いい会だな、俺を仲間に入れろと大場区長は盛ん
に言われたんですよ。
　それは忌憚のないことを言えるという立場の人
たちから倣ったんでしょうけれども、いわゆる政
治的なものはあまりなかった。公共的なものに注
目というか、気になることをやっていたグループ
の会だったんですが、この会が今、若返って昭和
温郷会となっているんですが、でも、栄枯盛衰が
あるように、非常にうまく回転しているとは言え
ないので、今ちょっとお休みはしているんですけ
れども、一応そういう会があって、それが「おい、
どうだ」というときに、御意見番じゃないけれど
も、そういうメンバーが外郭団体というか、何も
政治色は全くないところであったということで、
その仲間のお手伝いも私はさせていただいたとい
うことです。
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　今、外環道のPI、パブリック・インボルブメン
トと言いますけれども、日本語で訳すと公的なも
のに関与する委員であると。一般の方よりランク
がちょっと上なんですね。この外環道は、また今
月委員会をやるんですけれども、杉並の手前でス
トップしちゃっている。これはどうするんだとい
うことで、私は爆弾発言じゃないけれども、中央
道の下り線を開けてください。上り線があれだけ
開けるのに時間がかかったのに、下り線が開か
ないでしょう。それから先の大泉が、もう先がわ
かっていないんです。
　そういう状態のときに、いいからみなさんのた
めに開けてくださいと。それから瀬田から多摩川
を通って大田区へ行って羽田空港へ、世田谷のみ
なさんはどういうふうに空港へ行っているかとい
うことを考えたときには、やはり外環道はしっか
りと計画してやるべきである。世界のどこの都市
をとっても、残りが少し残っているというのは日
本だけなんですね。ロンドンでもニューヨークで
もパリでも、全部が二重、三重、八重という形で
環状道路ができているのに、東京だけが一部でき
ていないというのは、これも一つちゃんと主張す
べきときに主張、空回りにはなります。
　だけれども、そういうこともやりたいなという
んだけれども、大場さんのときに「大場さん、世
田谷にないものがあるよ」、90万――当時は80何
万人ですが、これだけ住んでいて、JRの指定席の
切符も買えないんだよ。みんなよその区へ切符を
買いに行く。これは何とかならないですかと言っ
たら、「おお、そうか、そうか、本当に買えないの
か」と言うから「買えないですよ」と言ったら、そ
れじゃ、JTBに行って端末機に入れれば、今は電
線がつながっているから切符が買えるじゃない
ですか。しばらくしてから玉川の高島屋で国鉄の
切符が――その当時は国鉄ですよね。そのほうが
詳細に通じたんだけれども、切符が買えるように
なったということ。
　その前に、事情があってお辞めになった大島さ
んという方がいらっしゃったときに、世田谷区
役所に郵便物を出すときに、世田谷区世田谷4丁
目27番の何の何とみんな書かなきゃいけないの

に、NHKは郵便番号だけで、例えば何とかの歌
係とか係だけ書けば、郵便番号だけで行くじゃな
いですか。90万近くいる区民のところで、一々世
田谷区世田谷5丁目とか4丁目とか、それを書か
なきゃならなくて、あれは郵便番号というかZIP
コードというか、そういうものを早いところ、世
田谷はこれだけいるんだから、郵便番号だけで済
むように、当時のときは3桁プラス2桁になった
頃だと思うんだ。枝番がつけば、世田谷区でなっ
ている。NHKは使っているということがわかっ
たんです。NHKの何とか係というのは係だけ書
けば、郵便番号で全部行く。それを何とかやって
くれと。
　もう一つ、田園都市線というのが地下鉄になっ
て通ったときに、桜新町の駅前、地下鉄の駅前な
んだけれども、古い不便なところに2か所、郵便
ポストがあるだけで、電車に乗って、昔のままで
自分の通勤ルートにほとんどが郵便ポストはない
んです。これも大島さんが苦労してくれたんだけ
れども、結局、郵政省の考え方って何なんだろう
なと思うんだけれども、集配人が車を止めて、ポ
ストを開けて集配するのに駅前では具合が悪い。
やりにくいからと言うから、ちょっと違うんじゃ
ないのと言って、需要と供給の問題と同じよう
に、違うんじゃないのと。
　もう少しと言ったら、案の定、桜新町の場合に
は小泉さんという金物屋さんの真ん前なんだけ
れども、俺の家はたばこを売っているけれども、
最近は切手とはがきを買いに来る人が多くなっ
ちゃって大変だということを言われていましたけ
れども、それもたまたま国のつながる人がいるん
だけれども、それとは関係なしに、地下鉄の潜る
前に郵便ポストのいいのを造ってくれと言った
ら、まさに一番新しいタイプの台風のときでも水
も入らないような大きな投函できるいいポストが
できていて、よかったなということもある。
　それから、後の区長さんになっていったんだけ
れども、区の庁舎を建て替えるというときに、建
て替えるときの図面が、これは昨日できた世田谷
の区民まつりで、私が企画委員長を最近やってい
て、その途中から実行委員長さんは大場代官様が
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やっていたり、都議会議長の河野一郎さんがやっ
ていたりしたときに、河野さんが病気がちだった
もので、企画委員長をやっていたら、おまえがや
れと言うけれども、やれといったって、企画委員
長というのは野球で言えばキャッチャーとピッ
チャーの違いがあるんだ。立場が違う。このとき
は、お客様が来なくてもいいから、けががないよ
うにということだったんだけれども、このとき、
吉越さんだっけ、酔っぱらって……。
馬場　増村（荘太郎）助役。
秋山　増村さんか。
馬場　腰を折っちゃった。
秋山　舞台からおっこっちゃってけがしちゃっ
た。骨折しちゃった。それは内々だからよかった
んだけれども、けがさえなければ、いいお祭りを
やりたいなと。とにかく人が来なくてもいいか
ら、事故がないように、事故がないようにという
考え方を持ちながら、区民に楽しんでもらうには
どうしたらいいか。よし、子どもが来れば親がつ
いてくる。おじいさんがついてくる。子どもを寄
せようといって、奥のほうにいろんな竹細工だと
かサッカー。サッカーなんて小さい子に手間を割
けるようにすると、親からおじいちゃん、おばあ
ちゃんまでついてくる。だから、そういうことを
やろうよという形で大分こうなっていったんです
けれども、なかなか難しい。
　同じようなことを下北沢でも、そういうふうな
苦労をされたということで、全体的に見るには、
世田谷といっても地図であった、そして谷亀さん
に渡したんだっけ、玉川は世田谷区から独立しよ
うと。
　昭和23年、たまたまうちにあった変なチラシ
を捨てようと思って見たら、玉川区は独立しよう
という運動のチラシが入っていた。
馬場　議会で陳情か何かしたんでしたっけ。
秋山　そのときに独立したのは練馬区なので、同
じ時期に。板橋区から練馬区が昭和23年に独立
したんだけれども、練馬区のほうが面積が広い
し、区政はどういうふうになっているのかなと思
うんだけれども、玉川だけは独立しようといっ
て、そうすると、その後、どうなんだろうなとい

う話を冗談にすると、うちのほうも玉川に入れて
くれよとか、鎌田とか宇奈根とかはこっちへ来
る。弦巻だとか、あの辺もそっちへ入りたいよと
いうことが出てくるのだろうと。そうすると、今
の玉川の区民じゃおさまらないよという話もあり
ました。
　ただ、そんなようなことは言われたけれども、
そのあとに一つの役所が分かれたんだけれども、
あれがベストなのか、ベターなのかわかりません
が、とにかく一緒くたになっちゃっているし、そ
ういうことでコントロールするのが非常に難し
い世田谷区ですから、みなさんのほうも、特に私
が関係した緑関係なんていうのは、いろんなセク
ションが土木から公園から緑から、どっちかとい
うと、ばらばらになったような行政なので、あれ
は何か統一しないかなと。
　それはうちの扱いじゃありませんというよう
なことが出てきて、東京都の観光地の百選の昔1
位になった等々力渓谷、玉川支所に問合せがある
らしいけれども、いや、あれは違いますというこ
とを東京都のほうでも言っているらしいし、こっ
ちでも標識があるというぐらいしか言わないん
だけれども、手入れの問題もあるんでしょうけれ
ども、そういう区全体のことでいろいろ区長さん
は、その時代、その時代にいろいろ苦労された。
　谷亀さんあたりは御存じだろうけれども、第二
山手線は認可になっていて、一部着工して造った
のが今は遺跡で残っているはずなんですが、それ
はそのまま申請した人はどういうあれか、当時は
京急、東急、京王帝都が一緒になってやっていた
西南私鉄連合というのがあって、それの一部に東
急に入っていたんだけれども、それだけの人たち
がやって、それにJRは調整として入ってきたんだ
けれども、許可は得たけれども、そのまま取消し
はしないまま、そのままペンディングになってい
るみたいで、もうできないでしょうね。
　あと、いろんなことでメトロセブンとエイトラ
イナー、お客さんがいないと思う場所に造ったっ
て、お客さんはそんな簡単には来てくれない。維
持費も大変だし、それもどうかなということは、
私もそういう意見だけは言わせてもらった。
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　それから、大場さんにこだわるわけじゃないけ
れども、大場さん、あなたは畑を耕して種をまい
て実らせて、稲刈りまで、刈り取りまで自分でや
ろうと思う、もういいよということで、御自分の
ことで健康もあるし、いろんなことであとの人に
任せちゃったらどうということは言ったんですよ
ね。だけれども、まだ残れというから、いや、稲刈
りだけは次の人にやらせてやったほうが僕はいい
と思うなという意見だけは言わせてもらったんで
すけれども、大勢のいろんな方がいると、やっぱ
りこれだけのことをまとめるのは大変なことだろ
うなと思うんです。
　区民まつりのことで来たんだけれども、このと
きにも言ったんですね。馬事公苑という場所は、
世田谷区は先住民と移住民と両方でしょう。その
ときに、最初は馬事公苑を入れた地図と普通の地
図とがあるから、南北が逆になっているのが緊急
時の避難場所だとかトイレなんかが、ページに
よって逆向きがいっぱいあったんですよ。今度
もちゃんときれいになってはいるんだけれども、
せっかく端っこで、地図でこんな空いているとこ
ろがあるなら、小さなところでいいから、こうい
うところにちょこっとでいいから方位をちゃんと
書いてほしいんですよ。邪魔じゃないでしょう。
　方位に関しては、建築のときの閲覧できるとこ
ろで、世田谷区の広報がやったときに僕は来たん
だけれども、建築、設計、建築施工業者が書いた
図面が掲示されている。だから、広報、今どなた
がやっているのか知らないけれども、真ん中へ
通っている道がどの道なのかわからない。方位ぐ
らいは質問できると思ったら、私たちは答えられ
ませんと言うから、図面で何がどこにあるかぐら
い答えられませんって、そういうものなのかよと
僕はあきれちゃったんですね。
　だけれども、そういうチェックというか、誰か
が親切に、国士舘大学がここにあるから、こっち
が多分北ですよと言ってくれた人がいたんだけ
れども、そこまで箝口令がしかれているのかなと
思ったけれども、見せるためにあるべき図面が北
も南もわからない。5つぐらいあって、2つぐらい
は方位がない。だから、どういう位置へ、どうい

うふうなのか、見せるために、旧道路をわざと入
れておくとか、そういう親切心が非常にないです
ね。
　特に建築とか、うちのトラストもそうなんだけ
れども、外部の知らない人がいちゃもんをつけて
入ってくるからなんだろうけれども、これより先
は立入禁止だというようなことで、建築なんかも
特に許認可が絡むところは、本人が水道とか建物
の申請書を持っていったときと業者が持っていっ
たときとは態度が違うので、これは施主さんに聞
いて何とかだと、施主は俺だよと言うと、がらっ
と態度が変わっちゃって、これはお客様で、逆に
お茶を持ってきてくれそうなぐらい変わるんだけ
れども、土木関係とか、ああいうあれは非常にお
役人というか、寂しくなるね。
　だけれども、そうじゃない人たちがいるからあ
れなんだろうと思うんだけれども、これは元総理
の話じゃないけれども、非常に難しい問題なんだ
けれども、許認可のあるものが業者相手でまず当
たり前になっちゃっているから、本人が行ったと
きにはがらっと変わっちゃう。私が本人なんで
すけれども、ちょっと困ったと言うと、がらっと
親切に変わるけれども、やっぱり官庁ってしよう
がないのかな。そういう感じはするんですけれど
も、いろんなことがあって、いろんな人と出会え
て非常に楽しい人生を送らせていただきましたと
いうことでございます。

秋山　玉川独立の写真を見たんだけれども、これ
なんだよ。俺の後ろにあるこれよ。読めなくて、

秋山光男氏
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昭和24年に耕地整理事業、耕地整理組合のナン
バーツーだった人が、向こうは独立して、こっち
は吸収かよというのですごく怒って、10万玉川区
民が総決起しようということがあって、これがあ
るので玉川地域ってすごく……。
馬場　読んでいないんじゃなくて、読んだけれど
も忘れているか、また逆に内容はほとんどわかっ
てはいるだろうとは思います。読めば、ああ、そ
うだと思い出して。だけれども、それは記録とし
て残っているわけですよ。こういう本があるし、
さっき私だとか永山さんが話したような話は、あ
る程度前にも話したし、どこかに記録として残っ
ている。秋山さんの話は少しずれているかもわか
らないけれども、それはそれなりにいいとしてお
いて、果たしてみなさんのお役に立てる話になっ
ているのかどうか、ちょっと疑問というとあれな
んですけれども、どうなのかなと。これでいいの
かなと。
古賀　苦労された話も聞かせていただきたいなと
いうのがありまして。
馬場　確かに、いろんな事業をやっていますか
ら、苦労話というのはないとは言えません。例え
ば極端なことを言えば、初めての区民まつりで神
輿を各町会から出してくれと。そうしたら、あの
近隣の世田谷の町会、それから用賀の町会、馬事
公苑に隣接している町会が神輿を出してくれたん
ですよ。
　そうしたら、出した町会長が馬事公苑って本当
に夜中は誰も入ってこないのかと。テントの下に
3基だか何基か、第1回目のときは永山さんはい
なかったんだよな。大事な町会の神輿、またすご
くいい神輿なんですよ。何か事故があったときに
どうするんだと言われて、じゃ、しようがない、
馬事公苑に泊り込もうといって、男性、女性も一
緒に泊まっちゃったかな、芝生の上には寝られな
いから椅子の席のところに、ほとんど寝てはいな
いですよ。神輿を見張りながら、神輿は入口付近
に置いてあったから、誰か入ってこないか見てい
る。そんなことで警戒しながらやっていた、苦労
と言えば苦労なんだけれども、これがまた楽しい
話でね。

　あそこへ文化事業の何人かが泊り込むと言っ
たら、代官屋敷の通りの奥のほうの肉屋さんか
な、町会長、私の話にも出てくる人だと思うんで
すけれども、「何だい、それじゃ大変だ、俺がバー
ベキューのセットと肉を持っていってやるよ」と
いって、多分いまだかつていないんじゃないか
な、馬事公苑のあの馬場で夜中にバーベキュー
をやって過ごしたこともあるんですよ。ただ、そ
のときに苦労と言えるかどうか、アブ、とにかく
蚊じゃないんですよ。刺されるとすごい跡が。そ
れが苦労と言えるかどうか、今思うとむしろ楽し
かった思い出の一つ。
　それよりも苦労したというのは、いつの世でも
同じだけれども、人間関係ですよね。事業を進めて
いく上で、なかなか進まないとか、うまくいかな
いという話の苦労というのはいくらでもあるけれ
ども、一番の苦労は人間関係、そんなに思い出はな
いんですけれども、商店街の連中からいろんなク
レームが来たりとか、今言ったように、町会から泊
まり込みでとにかく警備しろだとか、もっとあれ
だったら、さっきの秋山さんが区民まつりなんか
に、本当は露天商が出るともっとにぎやかでいい
んだけれどもといって、区が露天商を頼むわけに
いかないわけですね。そんなことがあって露天商
は一切出させないとやっていたら、いつも世田谷
通りの並木の入り口のところで俺は店を出してい
るんだ、どうしてくれるんだと来たんですよ。
秋山　店はちょこちょこっと開いて30分間かそ
のくらい、あれっと思っているうちに場所を引っ
越したり、やめちゃったり、あとはハプニングか
何かがあったときに、協賛金みたいな形で募金箱
を持ってうまく回る人もいるし、これはなかなか
ね。今でもそういう人はゼロじゃないですね。
馬場　だから、苦労というほどの苦労じゃなかっ
たのは、区民まつりはそんな話もあったとか、ほ
かで今言ったような人間関係で、何をやったにし
てもなかなか協力してくれなかったとか、協力し
てもらっても、なかなかこっちの思いどおりにい
かないとかというのはありますけれども、思った
ほど私のやっていた大場区政の文化行政について
は、それほどでもない。だから、今言ったように、
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人間関係と同時に、大物の文化人の人がなかなか
応じてくれないのを引っ張り出してくるみたいな
ときに、ちょっと苦労したとか、そういうのは若
干ありますけれどもね。だって、井上靖さんみた
いな人を引っ張り出すというのは一筋縄ではいか
ないですね。
　これを引っ張り出したのが永山さんもよく知っ
ている当時の総務課長、この人がまた特異な人間
関係をつくるのがうまかったというのか、誰のと
ころへでも平気で一人で行っちゃうんですよ。た
だ、一区民として行ったら、相手は絶対警戒して
会わないですよね。これはよく言うんですけれ
ども、世田谷区何々課長、何々係長という名刺の
肩書のすごさというか、相手が安心する。これは
会ってくれるんですよ。区役所というのは、昔か
ら言う堅いとかまじめとか、ちゃんとしていると
か、でたらめしないとか、お金の要求は一切ない
とか、そういう何かがあるんでしょうね。安心し
てくれるの。
　だから、そのときに私は、少し話がずれますけ
れども、世田谷区企画部副主幹という名刺は世の
中に通用しないと思っているの。世田谷区企画部
何々担当課長とか何とか課長、課長、係長という
名刺を持っていないと、副主幹という名刺で一回
東電の人と話していたら、ああ、世田谷区の副主
査さんですねと。向こうは私の位置がどういうと
ころか、名刺はできればわかりやすいほうがい
い。それがものすごい信用というか、相手が安心
する、これは言えますね。
　だから、苦労らしい苦労というのは、そういう
つまらない、小さいところではありましたけれど
も、世田谷区という看板じゃないけれども、肩書
をしょったときというのは、いかに相手が安心し
て話を進めてくれるのか。と同時に、それには世
田谷区の職員としてでたらめをしたら絶対だめと
いうことですよね。もちろん、しませんでしたし、
役所の信用というのは絶大ですね。これはもうい
ろんな意味ですごく大きいものですよ。当時、私
は前回やっていましたと誰かのところへ行ったっ
て、肩書がなくなったらもう相手にしてくれない
ですよ。親しくなった人は別にしても、とにかく

苦労といえば、そんなところで苦労と言えるほど
の苦労じゃないです。
　だから、文化事業でいろんなことをやったとい
うのは、私、公務員生活の中でものすごく自分と
してはよかったと。さっき言ったように、区民ま
つりを担当したこととか、美術館の副館長をやっ
ていた、そういう仕事ができたことは、企画の基
本構想担当の副主幹でいて何かやらされて、その
ままいたらずっとそっちのほうでやっていたら、
あまりいい思い出がなかったんじゃないかなと。
こんなことを言っちゃいけませんね。ごめんなさ
いね。
　そういう人と人とのつながりが、世田谷区の肩
書を持っていたことによって、肩書じゃない、世
田谷区の職員だというだけで、すごくいい人間関
係がつくれていった。それには相手が来るのを待
つのではなくて、こっちから飛び込んでいく。相
手の何かをきっかけに、とにかくざっくばらんな
話をしながら進んでいくと、たまに区民に言われ
るの。あんたは公務員らしくない、役人らしくな
いなと。だから、おまえと付き合うよ。おれは役
人が大嫌いだと。そういう人もいるんです。その
くらいね。
秋山　ちょっとお尋ねしたいんだけれども、5つ
の支所に分かれていたでしょう。きっかけはどう
いうあれだったんでしょうね。
永山　それは、要するに世田谷区が80万という
都市であまりにも人口が多い。大場区長は政令指
定都市を目指すと言っていたんですね。というの
は、80万を1か所の役所で処理するというのは大
き過ぎると。だから、政令指定都市みたいに区に
すれば、それぞれ権限をおろして、仕事が早くで
きるのではないか。だから、5つの支所にそれぞ
れ責任を持たせるということで3層構造にしたん
ですね。要するに、役所に言わないと何でも話が
通らないというのは区民から見れば遠過ぎるわけ
ですよ。支所に行けば話が通るといえば、近くな
るわけですね。
秋山　ところが、裏返すと、そこに行くと、ああ、
それは本所の扱いですというのが結構あるんです
よ。
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永山　だから、まだ機能がしっかりしていないの
だろうと思うんだけれども、そういうことなんで
すよ。できるだけ身近なところで行政をやると
いうことでね。だから、今、90万だけれども、そ
の90万の人口を1か所の役所が全部処理すると
いうのはあまりにも大き過ぎる、地域行政という
のはそういうことなんですよね。一時は土木や
建築も支所におろしたんですね。結局、引き揚げ
ちゃって。
秋山　やっぱりそうなんですね。こっちの勘違い
じゃないんだ。おかしいな、おかしいなと思って
いたの。

箕田　当初は、各支所をミニ区役所みたいな感じ
で、身近なところで何でもできるというところ
で、出張所に行けば何でもできるというようなこ
とをイメージしていたみたいなんですけれども、
景気が悪くなったりとか、公務員の数を減らさな
きゃいけないとか、いろいろ状況が変わってき
ちゃって、それはしようがないから、最小限のも
のは本所に引き揚げようという見直しをやって今
の状況なので、おっしゃるように、昔できていた
ことができなくなったことが今はあると思うんで
すね。
永山　あれで私が苦労したのは、私が総務課長の
ときだったかな。総合支所にそれぞれ土木や建築
もおろすということで本所が空いたわけですよ。
だから、本所の周りに借りているビルを返したん
です。返したのに戻ってくるって、帰るところが
ないじゃないのと。あのときは平谷さんだったか
な、文句を言ったことがあるんです。何を今さら

帰ってくるといったって、もうビルはみんな返し
ちゃいましたよって。できるだけスリムにすると
いうことで、余計な金は出さないということで。
だから、唯一残ったのは何か所もなかったかな。
ほとんど返したと思う。
秋山　総身に知恵が回りかねという言葉があっ
て、だろうと思うんだけれども、ちょっとお話し
したけれども、タクシーに乗って「世田谷区役所」
と言うと「区役所ってどこにあるんですか」とい
うのは、こんなに90万人もいるところで「区役所
はどこですか」ということでしょう。今度、通っ
たところが、道路が区役所西口通りでしょう。こ
れで明大前まで、山手まで通じるんだけれども、
明大前で下りて、例えば駒沢公園通り、ああ、オ
リンピックをやったところ、あんなところにここ
から行かれるのという発想が出てくると思ってい
ない。区役所西口通りとつけたというんだけれど
も、そのときに僕は、投書のときにわかりやすく
書いたんですよ。不忍通り、明治通り、東京はあ
れがはるか向こうまで行っているんですよ。不忍
通り、明治通りというのに延ばすような道路にな
らなければ。だから、そういうことで、ちょこっ
と直そうと思ったときに、区役所西口通りになっ
ているんでしょう。
　もうじきまた名づけが決まると思うんですけれ
ども、はっきり決まるのは多摩川の等々力大橋、
この橋がもう工事が始まっているんですね。です
から、これも今、仮称となっているんだけれども、
等々力大橋に多分間違いなくなると思うんです
ね。ただ、三宿のところ、都道26号線ですか。
馬場　26号。目黒の私の家のすぐそば、武蔵小山
のほうからずうっと来るんですよ。26号線です。
秋山　等々力大橋、第三京浜があるから、第三京
浜でみなさん使っていたけれども、この道を真っ
すぐ行くとどこへ行くかというと、先のほうはで
きていて、何と新横浜の入り口にどんとぶつかっ
ている道路があるんですよ。あの道路がこの道路
なんですね。この道路、この辺に新横浜のホーム
があったって、真ん中にぶつかっているのがこの
道なんですよ。だから、弦巻の図書館のところ、
バスの車庫があるところ、あの道を真っすぐ行く

永山和夫氏
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と下高井戸、下高井戸の踏切があるでしょう。踏
切へ行く道なんですね。
　だから、そういう進まないというか、みなさん
はお若いからいいんだけれども、将来に向かって
の構想、外環道をとにかく先に行かないと、今は
瀬田の交差点が混んじゃっていてしようがない
でしょう。我々、環八の内側の人は、どこで環八
を横切って二子玉川に行こうかと、みんな考えて
いるはずなんですよ。毎回あそこは渋滞しちゃっ
ているので、これが間もなく――間もなくじゃな
いな、まだ10年はかかると思うけれども、開通
したらもっとひどくなっちゃうので、今から先の
ほうへ吐き出して、少なくとも第三京浜にぶつけ
れば、まだ何とかなるの。第三京浜をなぜ環八に
ぶつけたかというと、その先が渋滞を起こすから
ということで、美濃部さんの時代にわざと丁字路
にして、そして瀬田を越えて首都高へ、片や目黒
へ行って首都高へ乗ると、わざと分けたというこ
と。
　もう一つ、同じことが僕ら道路関係者はよく言
うんだけれども、首都高10号線というんですけ
れども、関越道路を真っすぐ行けば目白通りの
上を行って首都高にぱっとつながるわけなんだ
よ。なぜあそこの環八のところで止めちゃった
か。首都高10号、10号とあだ名みたいに言って
いるんですけれども、10号を造れよ造れよと今で
も言っているんだけれども、そういう形からいく
と、将来のことを考えたときに、もう少しいろん
な意見、言ったってしようがないよという人ばっ
かり、いわゆるサイレントマジョリティーという
か、沈黙の多数ですよね。その人たちは何を考え
ているのかなというのを酌み上げてほしいなとい
うことを思うんですよ。言ったってどうしようも
ならないやという形になっちゃうのが残念だと。
小さな声でもあればいいんだけれども、酌み上げ
るところが一つもないという寂しさ。
　僕もわからなかったけれども、建築関係だと
思ったんだけれども、今まで相談していたところ
の窓口が各支所に、砧支所、玉川支所と分かれて
いて、同じような相談に行ったら本所へ行けとい
うふうになっていったので、じゃ、僕の聞き違い

かなと。いや、今までそんなことはなかったんだ
と。だけれども、それと同時に、違法建築だと思
うんだ。建築専門じゃないからわからないけれど
も、違法建築と思われるもの、今、造るのが速い
じゃないですか。1か月ちょっとぐらいで住める
家がぱんとできちゃうような状態になっているの
は、ちょっと陰で見張らないと、いつの間にかで
きちゃっているというのが相当あると思うんです
よ。
　だから、違法建築というか、そういう形の下で
進んだりして、環境悪化というか、防災面でも決
していい状態ではないので、そういうところは何
とかして防げるような形をというふうになってほ
しいなと。今月末にまた外環道の大泉のところの
工事を再開するかしないかとか、造るのは間違い
ないんだけれども、その問題もあって、そのとき
も僕は言ってみようと思うんだけれども、将来に
向けて、次の世に向けて残すべきものは何だろう
というところ、先のことも考えてやってほしいな
と思う。
　それから、大場さんの悪口を言うわけじゃない
けれども、二子玉川の玉川高島屋の駐車場の3階
に、今の新しい246が接続するという芽がいっと
き出たはずなんですよ。それが廃止になっちゃっ
た。廃止になっちゃったんだけれども、結局、そ
のときの賠償金というか、どういう形になったの
かわからないけれども、むにゃむにゃとなったま
ま廃止になっちゃって、走られるとわかるけれど
も、多摩川の上を、ああ、だろうなと思ったとき
に、左からぐうっと上がってくる道ができてい
て、そこが閉鎖になっちゃって止まっているんで
すね。下方を歩くと、あれっ、何だろう、これは
と。滑り台が登っていくみたいな道ができていた
ので、それが全部使っていないでしょう。
　もう一つ、どこが金を出したのか知らないけれ
ども、環八のすぐそばで第三京浜の下にトンネル
があるんですよ。
秋山　矢沢川の最後の口ですよ。
　ここのところにしっかりした車のすれ違える6
メートルぐらいのトンネルの道ができて、それで
図面を見ているんだけれども、そこにホームレス
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が住んじゃったからってふさいじゃったんだ。こ
れは板垣（正幸）さん 3がやったんだよ。板垣さん
が、俺がやったんだと言っていたから、結局、そ
れをこじ開けてまた入っちゃった。何回もあっ
たので、今度は相当な機械でも持っていかなきゃ
壊れないぐらい、しっかりしちゃった道だけれど
も、廃道になっているんだよ。ここの環八のすぐ
外側のところに下を通れる橋がある。みんな知ら
ないだろう。
馬場　知らなかった。
秋山　玉川支所の人も知らないんだもの。行って
みると、あれっという場所ですよ。だから、一生
懸命やっているんだから、もうしようがないん
だけれども、そういう結構無駄もできちゃって
いる。二子玉川なんかは特にちょっと恥ずかし
い、お粗末なんだけれども、みなさん、口を拭っ
ちゃったからわからないんだけれども、あの件は
どうなっているんですかと言いたくなっちゃう。

箕田　先ほどのサイレントマジョリティーの話な
んですけれども、大場区政になっていろいろお祭
りとか住民との距離を縮めて、サイレントマジョ
リティーの世田谷のそういう小さな声というのは
区長に届くようになったんですかね。そこはどう
思われますか。
秋山　ただ、僕が外環関係で出たんだけれども、
大泉までの決まった起工式に、八王子の市長も圏
央道の問題で出なかったけれども、世田谷区長
は、もっとも外環道反対で当選された方で、一番
初めは地面の上を平らで行くべきところで計画さ
れたんだよ。だから、三鷹なんかは駅前広場を造
る予定で買収しちゃったり、それから堅牢な建物
は建てられないよということで、それでもいいん

だなと言って不動産屋が土地を売買した。ところ
が、いつの間にか地下40メートル以下は個人の
私権が及ばないというルールが変わったでしょ
う。
　そんなものだから、途中で買収したって、よく
しようと思った町が大分駄目になっちゃったと
ころがあって、全体的に見れば、知らない地下を
勝手に掘って――勝手にじゃないけれども、掘っ
ていけば、そのほうが安くて黙って地元にできる
のはわかっているんだけれども、それを当てにし
て買った人と、それからそれをやっていた市、気
の毒なことにバス路線まで考えていたところが
大分駄目になっちゃったわけ。ここでまた外環道
の話をしてもしようがないんだけれども、それを
国土交通省が調整すべきが、今度は東日本道路、
NEXCOジャパンというのかな、そっちへ投げ
ちゃったんですよ。
　初めは、東京都がその次の窓口だ。その窓口が
今度、業者に窓口を投げちゃったっていうこと
だから、前に言った約束事とは全然違うんです
ね。何だ、あなた方はと言いたいというんだけれ
ども、とにかく国交省は逃げちゃったというよう
な形だからね。今のできている部分は、関係者の
方はいつでもインフォメーションルームがあっ
て、センターがあって、見学できるようになって
いますから、そこら辺でどんな貝殻が出てきたと
か、遺跡が出てきたとか、今ここまで行っている
とかというのは、全部見たいというもしあれだっ
たら申し出ていただければ、用賀の事務所に行っ
て、区の関係でと言えば、あれだけの強力な土木
をやっている、四、五十人いるのかな、8割方は女
性ですよ。ほとんど男はいません。
　若いみなさん方は、彼らは重機をコンピュータ
で動かしてやっているから、男と接することはま
ずないと思うの。びっくりしちゃう。すごいもの
ですよ。そうなんだろうけれども、もうそういう
時代になってきちゃったのかなと。そのかわり人
を助けに行ったり、助けに来られたりするために
は非常に大事な道路ですから、ぜひ賛成してほし
い。
　もうあまり言う人はいなくなるんだけれども、

二子玉川の風景（1965）
出典：世田谷Web写真館

3  元世田谷区副区長
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一本柱が、T字型の高速道路というのは、阪神・
淡路大震災のときにひっくり返っちゃった高速
道路が1か所、もう1か所は羽田から新橋に来る
間にもう1か所、もう1か所は渋谷から三軒茶屋
――用賀かな、この間は一本柱の上に往復車線が
くっついている、上にのっけてあった。これは一
番危険な高速道路なんだけれども、この高速道路
は将来当てにされないよとわかっている状態な
んだけれども、下に一部地下鉄が入っちゃったか
ら、田園都市線が入っちゃったから、どうするの
かわからないけれども、一番危険なところが東京
には2か所、関西に1か所、1か所はすでにつぶれ
て直しちゃったけれども、こっちにはまだ世田谷
には危険なところが少し残っていますよと。本当
はコの字型のものを、足を2本下ろして、その上
に造るべきだったんだよ。
　それから、右折レーン、三軒茶屋の世田谷警察
もそうだよ。上馬もそうですね。右折する車が初
めからたくさんあるとわかっているのに真ん中に
柱があるから、狭めちゃっている。あれは金をか
けても元へ戻すべきだというか、右折車のために
は。そういうふうに思うんだけれども、あまりそ
ういうことを言う人はいないんだけれども、本当
に声を大にしてやっておいたほうがいいだろうな
と思うんですね。
馬場　私、これは全部まじめに読んでいません。

「世田谷区における小さなまちの拠点の形成」 4、
いつできたのかわからないんですけれども、い
や、すごくいいことをやっているなと。まさにサ
イレントマジョリティーじゃないけれども、いつ
の間にか、そういう人たちの声がこういうところ
を通じて上がってくるという点では、こんないい
ことはもっとどんどんやるべきだろうなと。
　それによって、ふるさと世田谷を、世田谷が好
きになってくれる。それは子どもが好きになっ
た。その親が好きになった。そういうことで世田
谷をだんだん好きになることによって、極端なこ
とを言うと、今ふるさと納税で世田谷はマイナス
何億円、何十億じゃない。私、だから、ふるさと
納税カムバックじゃないけれども、取り戻し作戦
を、あからさまに出すと反発する人がいるかもわ

からないけれども、ふるさと納税取り返し作戦本
部じゃないけれども、何かつくって、楽しい仕事
をまずやることによって、世田谷に目を向けて、
そこから世田谷にもっとお金をつぎ込んでもいい
んじゃないかというのがいいのかなと。だから、
この拠点をもっとどんどん増やす。
　これは最近読んだ本で森村誠一が書いた「老い
る意味」、私は老いていますから、つい読んでみた
んですけれども、人生というのはまさに出会いの
連続だというんですよ。そうすると、まず、人と
の出会いでしょう。次が文化との出会いだ。もう
一つが地域との出会いだ。これをそっくりやって
くれているんですね。ああ、こんなすばらしいこ
とをやっているのに、これをもっと発展させるべ
きだろうなと。そんな意味で、これをもっとPRす
るというか、親しんでもらう。そういうことなん
ですけれども、ここは政策研究所でしたか。だか
ら、楽しいまちづくり研究所に名称を変えて、そ
れはオーバーですけれども、そんな感じで楽しい
まちづくり何とかでふるさと納税奪還作戦を進め
ていく。だって、1割戻ってきただけで多分億の
金でしょう。
秋山　返礼品を当てにしている人ばかりじゃない
んだから、自分の郷土をよくしようと思うという
アイデア、いいから考えなさいというのではなく
て、アイデアがあって、よしということになって
いくと思うんですよ。だから、その知恵を出すこ
とを惜しまないというか、それからちゃんと受け
止める、レシーブする人がそういうことをやる。
あと発案、アイデア、今の区長に俺は言ったんだ
よ。もう少し知恵を出してくれ、みんな返礼品が
欲しいばっかりじゃないよって。何か生かすため
には、これだけの区民がいるんだから知恵はある
はずだから、もっと気がつかないところ、見えな
いところにまずあるはずだ。その知恵を出しても
らっていることに関して惜しまないから、そうい
う点ではちゃんとしましょうと。
　これは私事だけれども、玉川総合支所が返礼品
じゃないけれども、ふるさと納税を使いますと
言ったから、ああ、人間って生きるのにはまず空
気が必要である。その次に水ですよ。その次に電

4  令和２年度せたがや自治政策研究・活動報告書「せたがや自治政策vol.13」参照
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気ですよ。だけれども、電気は自分が発電できな
いからしようがないから、水、井戸を掘ってくれ
と言って井戸の寄附に協力したんです。そうした
ら、等々力は周りから地形的に絞られてきている
のか、水が出るわ出るわで、あそこでほとんど全
部地下水で賄えるまで水が出たというので、あ
あ、よかったなと言って思ったんですけれども、
やっぱり空気と水は非常に大切にしなきゃなと。
そういう工夫にもなるかもしれない。
馬場　ですから、そこで、私がそんなことを言っ
たって、別にどうこうないんですけれども、たま
たまこれを見て、ふるさと区民まつりに、これだ
けきれいなパンフをつくるんであれば、共生のい
え 5ごとに、こんなパンフレット、本来ならば漫
画でつくると一番、知識レベルでいくと新聞は中
学生ぐらいが標準、対象だというんでしょう。中
学2・3年生、中学生ですよね。
　そうすると、漫画を使って共生のいえのいくつ
かを紹介して、そのときに漫画づくりに、その地
域の中学生、小学生、高校生でもいいですよ。一
緒に参加してくれませんか。それによって親も
入ってくるみたいな、そう単純じゃないと思いま
すけれども、漫画でできないなら、こういう写真
入りだとか何かカラーの、ふるさと区民まつりで
これだけのあれをつくれば、そんなに。こんなの
ができてみんなに配れれば、この家がすごく身近
に感じられる。これをどんどん集大成していく
と、この家のこういう冊子ができて、大場区長の
書いた本よりずっといいものができるのではない
かと、永山先生に申し訳ないけれども。
　だから、さっき言ったように、森村誠一は、ま
ず第1番目が人との出会いだというんでしょう。
次が文化との出会い。それから地域との出会い、
まさにこれそのままですよ。それを森村誠一が言
うということは、誰もがそう感じている。それか
ら、散歩道とか何か、いろんなものがあります。
何とかの家があります。そこのこんなものをみん
ながぱっと見てというのは、やっぱり漫画とか写
真というのは読まなくていいんですね。お年寄り
も、70歳、80歳になって文章を読むのが辛い、申
し訳ないですけれども、これを全部読めと言われ

て私は嫌になって、ぱらぱらめくりながら読みま
した。だから、全部読みこなしていませんけれど
も、一通り目は通したつもりです。そんなような
ところ。
　そういう中で、こんなことはとんでもないとい
うか、えーっと思うかもしれませんけれども、こ
の新聞を見たことがあるでしょう。朝日新聞の6
月26日、ついこの間ですよ。見たことないです
か。感動するというのがすごく大事だ。そこで、
感動の最たるものが同じ朝日新聞、翌日の朝日新
聞の一面トップですよ。夕刊とはいえ、修学旅行
生がお礼を箸袋に。だから、修学旅行ができてよ
かった、感動した。よかったというのが出た。そ
れを読んだ中居さんとか何かがえらい感動した
と。こんなのが天下の朝日新聞ですよ。多分朝日
新聞というのは日本で一番部数が多いんじゃな
い。下も朝日でしょう。
　みなさん、読んでいると思うけれども、見てい
るけれども、さっと行っちゃったと思う。私、今
回のこの話を聞いて、これを見て一瞬感動すると
いうのはすごいことなんだなと思ったのと、その
感動のこのこと自体は些細なことですよ。だけれ
ども、これはすごく感動したという話だろうと思
うんです。朝日が一面トップで載せるというの
は、とてつもない話だと思いますよ。何十万部、
何百万部と出ている話ですからね。そんなのもあ
りましたというだけで、必要ならそちらに差し上
げますし、別に私が持って帰ってもあれだから。
　仕事を進めていく上で、こういう感動の話とい
うのも取り上げて記事にしてパンフレットにし
て、こういう区民まつりの簡単なレリーフをつ
くったときに、ぱっと載せるというのが人間の心
をつかんで、区民と役所側が近づく一つかなと。
本当に小さなことですけれども、私はそんなとこ
ろも大事にしていきたいなと思って、もう私はそ
んなことができる人間ではありませんから、ただ
感じましたというだけにしておいてください。
古賀　ありがとうございます。お時間が少し近づ
いてきたので、もしよろしければ、最後に若い職
員がおりますので、一言ずつ若い職員に向けてお
言葉を頂戴できると。

5  せたがや地域共生のいえ
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馬場　向けてというのは、私にとってはまさにこ
れですよ。人、だって、人間関係以外何もないん
ですから。人と人とのつながりでしかないんです
から、人間である以上、文化ですからね。そこを
大事に、人と人とのつながり。職員が仕事をして
いく上で、私は自分で大事だなと思うのが、自分
で仕事を楽しめと。論語にもあるでしょう。知る、
知っていることよりも、好きなこと、好きなこと
よりも楽しむこと。だから、知識として知っただ
けじゃ駄目なんです。それだったら好きになりな
さい。好きな人よりも、そのことを楽しんでいる
人がいかに。だから、仕事をする上で、何でもい
いですから、楽しみながら仕事をするのが大事な
のかなと、そんな気がしていますので、できれば
仕事を楽しんでください。
　それには、自分がその仕事にのめり込んでとい
うか、その仕事を好きにならなきゃ駄目。その上
で楽しむんですから。そうすると、相手も楽しん
でくれるし、相手も近づいてきてくれるのかな
と。そんな単純な話じゃないと思いますけれど
も、実際にはいろんな難しいことがある。だから、
さっきのあれじゃないけれども、クレーマーみた
いな人が来たとき、こっちが楽しんで、あなたの
言っていることもよくわかるし、どういうことで
すか、そのことを一緒になって話し合ってと言っ
ているうちに、相手も変わってきちゃう。楽しん
で付き合いができちゃう。そんなこともありまし
た。
　逃げない――逃げるとか逃げないという話じゃ
ないんですね。逃げるとか逃げないというんじゃ
なくて、自分が楽しむことによって、相手も楽し
んでくれて近づいてきてくれるというところが、
私が何年か仕事をしていて、今もって老人クラブ
か何かへ言って碁を打ったりやっていますけれど
も、自分が楽しむと、相手も一緒になって楽しん
でくれているなという気がしますので、人間性を
大事にしていきたいなというところですね。
古賀　ありがとうございます。
秋山　何かお手伝いできることがあれば、老体に
鞭打ってお手伝いしますから。百人百様でさまざ
まな難しいことがあるけれども、本当に楽しい。

先ほど子どもさんたちが非常にいろいろなことを
やって成長しているんだけれども、たまたま私の
子どもは3人いたんだけれども、3人の子どもに
外国のサマーキャンプに行かせたんですよね。そ
ういう団体があったんだけれども、11歳に限ると
いうことになっているんです。
　その前にも行かせたんだけれども、11歳という
のはフロームイレブンといって、人間の感受性、
過去のこととそのときのこと、その後のことを覚
えるときの年齢的には、世界的に大体11歳の子
どもの感受性というのは非常に大事なものである
ということで、その前後の子どもたちはいろんな
ことを覚えているということでフロームイレブ
ン、英語ではそういうことを言うんだそうですけ
れども、正直、なるほど、言われてみればそうだ
ろうなという気がするんですけれども、そういう
言葉もあるなということで、どこかの心の片隅に
入れおいてもらえば、その子どもたちを楽しませ
れば、その人たちが親になったときもまだ覚えて
いるだろうと思うんですよね。
　大体そんなことで、貴重なお時間にちゃんとし
たお話はできなかったんですけれどもね。
永山　今さら何を言っているのかというふうに
なるかもしれないけれども、馬場さんが言うよう
に、仕事を楽しんでいくというのはすごく重要だ
なと。
　それから、僕は絶えず仕事は改善していく。創
意工夫をして改善していくということが大事だ、
それが仕事を面白くするコツだなと。それには素
朴な疑問を持つこと。なぜこの仕事をやっている
の?この仕事って本当に必要なの?という素朴な
疑問を持つ。それから、もしその仕事が必要なら
ば、その仕事はこの方法じゃなきゃ駄目なの?違
うやり方はないの?もっとみんなが楽をしたり結
果がよくなったりするような、素朴な疑問を持っ
て改善していくということが仕事を面白くするコ
ツだなと思うんですね。
　どこの職場へ行っても、大抵行くと今まで長々
やっていた仕事が不思議に思えるんだね。こんな
の本当にいいのと、もっといい方法があるんじゃ
ないか。それが改善できると、仕事がさらに面白
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くなっていく。みんな職員がそういうふうに思っ
てくれると、仕事ってすばらしいものになるな
と。素朴な疑問を持つということが僕は物ものす
ごく仕事に大事だと思う。そのことが絶対改善に
つながって、みんなの幸福になるんだよね。ぜひ
それはやってもらいたい。
　それから、仕事じゃないけれども、祭りのこと
で言うと、いずれ馬事公苑に戻れるんですか。
秋山　人が集まって出会いの場と言っているけ
れども、それができることならば、とにかく今の
コロナ禍じゃないけれども、出会いというのは非
常になくなってきちゃったでしょう。寂しい限り
で、それを何とかして少しでも復帰したいなと思
うけれども、それこそばい菌の塊みたいになっ
ちゃっているから、何とかならないかなとずっと
思ったまま、人生が終わっちゃうんだな。
永山　馬事公苑は、僕はすばらしい会場だと思っ
ています。僕が一番祭りで苦労したのは、馬事公
苑を大事にしている人たち、あそこで働く人た
ち、その人たちの苦労をあの祭りによって踏みに
じるんだよね。せっかく芝生をきれいにしたの
に、区民がいっぱい入ることによって潰しちゃう
わけ。しかも、馬事公苑は区民まつりのあとに大
事な競技がある。宮様を迎えてやる競技がある。
それは大事に芝生を育てている人にすれば、何と
も腹立たしいんだよね。その理解を得るのが本当
に苦労した。苦労したって、これはもうなかなか
理解が得られなかっただろうけれども、やっぱり
あの会場はすばらしいところなので、ぜひあそこ
でやってもらいたいなと。
　それから、私の持論なんだけれども、馬事公苑
のあそこの中だけでやっているんじゃ駄目だと。
何かを会場の外へ出さなきゃ駄目。それで1回は
神輿が世田谷通りへ出たんだよね。そのときに馬
場さんも一緒だったかどうか、そのときに区長と
世田谷警察と話をしたことがあった。そのときの
話が、世田谷警察署長が言ったのは、警備課長は
絶対世田谷通りを神輿が通るなんてとんでもな
い。警備上許されない。そうしたら、その警察署
長が、「だけれども、おまえ、デモには許可するん
だろう。デモにすぐに許可が出て神輿は駄目なの

か」、その一言で外に出るのが決定したんですね。
あれはすばらしい署長だった。
馬場　だから、こっちの気持ちが伝わることに
よって相手の気持ちが変わってくる。これはよく
知っている、聞いた。
永山　それは祭りを広げる意味でも、会場の中だ
けでやっているんじゃなくて、何とか外に出てほ
しいと。それから、よくイベントを企画するとき
に、マンネリという言葉を言われたことがある。
僕は職員には、マンネリを恐れるな。伝統ある全
国の祭りをマンネリなんて言う人がいるか。同じ
ことを昔からやっているんだよ、ずっと。だから、
マンネリなんていうのを恐れることはない。いず
れ、それが伝統になるんだということね。
　もう一つは、人に迷惑をかけることをやっちゃ
いかんなんていうのは駄目だと。むしろ迷惑はか
けるほどまつりは盛大になる。それは迷惑をただ
かけるだけじゃ駄目だ。その迷惑を許容されるよ
うにする。伝統の祭り、は交通ストップなどいろ
んなことで迷惑しているよね。だけれども、町の
人はそれを喜んでいる。そういう祭りにしないと
駄目だ。なかなか難しいよ。難しいけれども、迷
惑はあまり気にすることはない。それを町の人が
いかに許容してくれるようにするかに努力すべき
だということなんですね。
馬場　今の迷惑の話、実を言うと、さっき出た区
民まつりの馬事公苑の会場、まさに区民まつりで
踏み荒らしているわけですよ。私たちがという
か、区民があれだけうわっと来ちゃったんですか
ら。そうすると、あそこの芝生の整備から何から
している担当者にしてみれば腹立たしいわけで
すよ。あとで聞いた話ですけれども、実を言うと、
区民まつりが終わった翌日、文化の担当職員は私
以下5人しかいないんですから、その人間が、向
こうで言われたのが、釘だとか何かを当然落とし
ていった、馬が踏みつけたりなんか怖くてしよう
がないと言われていたのが頭にあったもので、あ
の芝生の上に5人が横1列に並んで全部拾って歩
いたの。
　そうしたら、その中の人の誰かが見ていたんで
すね。馬事公苑の区民まつりの一番の責任者が先
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頭に立って釘拾いをしていた。ごみの処理をし
た。それで翌年からは文句を言わないで貸してく
れたんですよ。それはあとから聞いたんです。庶
務課長だか何かと一緒に、どこかとんでもないと
ころまで誘われて行ったんですよ。
秋山　どこに行ったの?
馬場　ずうっと遠くのどこかの競馬場。阪神のほ
うの……。
秋山　栗東?競馬の……。
馬場　栗東でしたか。そのときに、馬場さん、あ
なたが先頭に立って、釘拾いをあの暑い中、だっ
て8月2日・3日でしょう。暑い中、タオルか何
かで鉢巻きして、先頭に立っているというのを見
て、担当者が文句を言えないなと言ったらしいと
いうんですよ。そんなこと。だから、まさに迷惑
はかけてもいい、後始末をちゃんとしろと。余分
なことを言いました、ごめんなさい。自慢話みな
いになってごめんなさい。
永山　翌日やった覚えがあります。ずっと釘を
拾って。
馬場　だから、誠意を見せることによって、迷惑
をかけたときに相手も、あっ、そこまでやってく
れるのならと。私はちっとも苦労に思っていな
かったもので、どういう苦労をしましたかと言わ
れたときに出なかったんですけれども、永山さん
の話を聞いて、人に迷惑をかけてもいい、これは
相当ないいかげんな人ですね。気をつけましょ
う。余分なことばかり言ってごめんなさい。
古賀　貴重なお時間をお話しいただいてありがと
うございました。長い時間、ありがとうございま
した。こちらがインタビューをさせていただくよ
りも、本当に勉強させていただいて。
馬場　いや、こういう話はあまり参考にならな
かったんじゃない。
古賀　また、今日いただいたお話の中でも意見交
換をしたいと思っておりますので、よろしくお願
いいたします。

おわりに	

秋山　ここでお開き。じゃ、全然違う話をいい。
すぐ終わるからね。まず、私の家に東京でマイタ
ケが生えたんですよ。マイタケが生えたので、ト
ラストまちづくりで日にちの認定する証明を取っ
て、5月と10月に我が家に合計3回生えたのか
な。東京でマイタケができるなんていうのは新聞
に載っちゃうからさ。だから、今は伏せてあるん
だけれども、証明を取りましたということがまず
一つなんです。　それから、これは直接関係ない
んだけれども、みなさんは人間を相手にしている
からあれでしょうけれども、山のナラノキのナラ
枯れという言葉を聞いたことがございますか。ナ
ラの林が紅葉になっちゃって全部だめ。
馬場　ナラノキというと何に使うか、知っていま
すか。ほとんどナラ炭、炭です。
秋山　これは世田谷で私の家の木なんですが、昨
日撮ったんですよ。これはシイノキじゃなくてカ
シ、カシとナラとミズナラ、その3種類、全国的
に増えてきちゃって、これがいよいよ世田谷まで
やってきたということなんですね。これは間もな
く新聞で多分、こういう虫が北のほうからやって
きまして、これがついた木に泡が残っていて、そ
こに細菌が生えるらしいんで、多分枯れちゃうん
ですよ。これが北のほうからだんだん来て、世田
谷に来たよということで、これは我が家で昨日
撮った写真で、この白くなっているところが全部
虫がついちゃって、今日午前中、世田谷区の方が
樹木医という人を連れてさっき来てくれたんだけ
れども、これからだんだん南の国のほうへ蔓延し
ていくだろうということなので、あっ、どこかで
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聞いたなという話は、一番最初に世田谷で聞いた
と覚えていてください。非常に厄介な病気で、木
を伐採するかどうするかしないと木が全部。
　僕は四、五年前に黒部渓谷で、夏じゃないな、
新緑のいいときにもう紅葉している山が一面全部
あって、おかしいな、おかしいなと言ったら、そ
れがだんだんこっちに来て、今、世田谷でこれが
始まっちゃったというふうになっていますので、
どこかで耳に入るでしょう。直接飲み食いするの
には関係ない。たまたまこれはトラストに未練が
あって行ったり来たりしているので、情報として
出させてもらいます。
古賀　ありがとうございました。
馬場　何か余分なことばっかり言ったような。
古賀　いいえ、とんでもないです。本当に貴重な
お話をありがとうございました。




